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１．石油ストーブ

２．ガスこんろ

３．電磁調理器

４．電源コード

５．ガス栓・接続具

事故事例の紹介～再現映像を交えて
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【事故内容】
①石油ストーブにカートリッジタンクをセットしようとしたと
ころ、カートリッジタンクから灯油がこぼれて引火して火災に
なった。（平成２０年２月（千葉県））
②石油ファンヒーターの前に置いていたスプレー缶が破裂し、
窓ガラスが割れて天井に穴が開き、ふとんが焦げた。（平成２
１年１２月（富山県））

【事故原因】
①消火を確認せず給油しようとした際に、カートリッジタンク
のネジ式キャップが完全に締まっていなかったため、セットす
る際に給油口から灯油がこぼれて石油ストーブかかり、火災に
至ったものです。
②スプレー缶がファンヒーターの熱で過熱され、内圧の上昇に
より破裂するとともに、気化した可燃性ガス（噴射剤）にファ
ンヒーターの火が引火したものです。

１．石油ストーブから出火
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石油ストーブに給油中の火災
再現実験映像
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暖房機のそばに置いた
スプレー缶の爆発事故

再現実験映像
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①給油は必ずストーブの火を消してから行ってく
ださい。

カートリッジタンクのふたが確実
に締まっていないと、タンクを
セットしようと逆さにしたとき、フ
タが外れて灯油がストーブにか
かり、このとき、消火していないと
灯油に引火して火災になります。

②カートリッジタンクのふたは確実に締まったかど
うか確認してください。

「石油ストーブ」の事故防止の注意ポイント
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スプレー缶を石油ストーブの上や前に放置しな
いでください。

スプレー缶をストーブの上や温風のあたるところに置か
ないでください。
スプレー缶を暖房機などの温風が当たるところに放置す
ると、熱でスプレー缶の内圧が上がって爆発し大変危険
です。

「石油ストーブ」の事故防止の注意ポイント
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２．ガスこんろから出火

【事故内容】

①木造２階建て住宅から出火して、約８２平方メートルを
全焼し、家人が顔や右手首にやけどを負い、病院に運ばれ
た。（平成１８年９月（岩手県））

②ガスこんろのグリルで調理中に、グリル右奥部から発火
した。（平成２１年５月（長崎県））

【事故原因】

①ガスこんろに天ぷら鍋をかけたままその場を離れていた
ため、鍋の油が過熱し、発火して火災に至ったものです。

②ガスこんろのグリルに水を入れず使用し、グリル庫内に
付着していた油脂等にグリルの火が付着したものです。
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天ぷら油の消し忘れによる火災
再現実験映像
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ガスこんろのグリルからの発火
再現実験映像
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◆調理中はその場を離れないで下さい。
◆グリル使用後は必ず洗って下さい。たまった魚の油脂などの汚
れに引火して発火することがあります。
◆ガスこんろの使用後は、消火していることを確認して下さい。
特にグリルの炎は見えにくいので、注意が必要です。
◆グリル受け皿に水が必要なグリルは、必ず水を入れて下さい。
◆グリル付近にカセットこんろやスプレー缶、ふきんなどの可燃
物を置かないで下さい。

天ぷら油は、強火で加熱後約5分
～10分で自然発火する温度
（360℃～380℃）に達します。

事故を防止するため、次の注意事
項を必ず守って使用して下さい。

事故防止のために
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NITE製品安全センターに通知された製品事故情報のうち、
ガスコンロのグリルによる事故は、平成１６年度から20年度
の５年間に２４１件ありました。（死亡事故が３件、重傷事故
が３件、１室以上の火災が５１件）
NITEの調査結果によると事故原因が消費者の誤った取扱
いや不注意による事故が２４１件中209件であり、９割近くを
占めています。
209件について、使用者または被害者の年代別に見ると、
年代が高くなるにつれて事故件数が増加し、６０代が最も
多くなっています。使用者または被害者の性別では、６０
代男性が多くなっています。

ガスこんろのグリルの誤使用等による
火災事故の防止について（注意喚起）
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３．電磁調理器による天ぷら油火災

【事故内容】

①電磁調理器（ＩＨクッキングヒーター）で汎用のなべを用い

て天ぷら調理をしたところ発火した。

②電磁調理器付近から出火して、レンジフードの一部を焼損し、

消火時に家人が顔面などにやけどを負った。

【事故原因】

① 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ専

用の調理なべを使用しなかったことから、

油が過熱され発火したものです。

② 調理の際にその場を離れ、油量も少

なく、付属の揚げ物調理用なべを使用せ

ず、更に揚げ物専用コースを使わず手動

で加熱したため、油が発火したものです。
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電磁調理器による天ぷら油火災
再現実験映像
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電磁調理器の原理とセンサーの温度特性

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。

電磁調理器の加熱の仕組み
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電磁調理器で揚げ物調理をする際は取扱説明書を良く読ん
で、以下のことに注意して正しく使用してください。

電磁調理器による天ぷら油火災の注意ポイント

 揚げ物調理中はその場を離れないでください。

 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。

 なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。
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【事故内容】
木造２階建て住宅から出火し、出火した住宅と隣接する

住宅の２棟を全焼した。（平成19年5月 長野県）

【事故原因】
電気こたつの電源コード溶融痕が認められることから、

家具等による踏みつけによってコードが機械的ストレスを
受けたため、コードの芯線が半断線状態となり、ショート
、火災に至ったものです。

４．電源コードからの出火
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電源コードからの発火
再現実験映像
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◆コードが異常に熱くなる、変なにおいがする。
◆コードに触れると電気が入ったり切れたりするなどの異
常がある。

事故防止のために

電気が流れた状態で、極性が異なるコード（電線）の中の導線
が接触すると、大量の電気が流れるため、コードが発熱して発火
する可能性があります。この状態をショート（短絡）といいます。
下記の事例に１つでも該当する場合、すぐに使用を中止し、電

源プラグを抜いて販売店、メーカー等に連絡をして下さい。

こんな使い方はやめましょう。

コードの上に物を載
せる。

コードを束ねたま
ま使用する。

たこ足配線をする。 コードを無理に
引っ張る。
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【事故内容】
①使用者が一酸化炭素中毒で死亡する事故が発生した。
②住宅の寝室で使用中のガスファンヒーター付近から出火して、
家人１人が重傷のやけどを負い、１人が軽傷のやけどを負った。

【事故原因】
① ゴムホースだけが接続されていたガス栓のつまみが半開き状
態となっており、一酸化炭素を含むガスが室内に漏れたもので
す。
② ガスファンヒーターに指定の迅速継手を使用せず、ガス用ゴ
ム管を直接接続しゴム管止めをしていた。ヒーターを移動して
使用しているうちに接続部が徐々に外れ、ガスが漏洩していた
ところにタイマー点火したため引火したものです。

５．ガス栓・接続具からの出火
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ガス栓・接続具からの出火
再現実験映像
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ガス栓
・ホースエンドタイプ

接続具
・ソフトコード

機器側の接続口
・ホースエンド

・コンセントタイプ ・ガスコード ・スリムプラグ

テーブルコンロ

炊飯器（タイマー無し）

ファンヒーター

炊飯器（タイマー有り）

ガス栓・接続具

仙台市ガス局提供
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正しい接続

誤った接続

ガスコード（機器接続側） スリムプラグ

○

押し込み、カチッと接続

9.5φソフトコード

×
ガス漏れ

事故が最も多いパターン

主な接続例 機器側の接続口がスリムプラグの場合

仙台市ガス局提供
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ＮＩＴＥホームページ http://www.nite.go.jp/
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http://www.nite.go.jp/NITEホームページ（生活安全分野）
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事故情報の検索結果

事故情報の検索結果

個別事故情報の詳細
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最新の社告・リコール



ＮＩＴＥに集約される製品安全に関する情報を製品事故の未然・再発防止の観点から、製品安全情報マガジン

（ＰＳマガジン）によってタイムリーに提供しています。
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製品安全情報マガジン（PSマガジン）

配信登録はＮＩＴＥホームページから
お申し込みください。

見

本
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ミニポスターと再現実験映像



http://www.jiko.nite.go.jp/
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